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＜今月の注目点＞  

・海外ニュースは、マイクログリッドのレジリエンス強化目的の記事を 2 本、運輸の電化関連

の記事を 3 本、テスラが関連するストレージの記事を 2 本紹介しました。 

 また豪州では、日本へのアンモニア輸出を目的とするプロジェクトが始まりました。 

・国内ニュースは、電力・ガス基本政策小委員会より、「今後の火力政策について」を取り上

げました。火力政策は、「1970 年代の石油危機以来の歴史的転換点」にあります。 

 また、先月号に続き「容量市場 2021 年度メインオークションの結果」を（その 2）として、

第 1 回の結果と比較し、大きく下落した原因を掘り下げました。 
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